
2003 年度 委員会活動成果報告 
（2004 年 2 月 19 日作成） 

委員会名 交流空間のデザイン刊行 WG 主 査 名：武藤 浩 

所属本委員会 

（所属運営委員会） 
企画刊行小委員会 委員長名：吉野 博 

設 置 期 間       2003 年 4 月 ～ 2005 年 3 月 

設 置 目 的 

各年度活動計画 

交流のための空間 WG（2001 年 4 月～2003 年 3 月）の成果を広く一般に伝え、交

流というアクティビティを軸に空間をとらえることの重要性を投げかけるとと

もに、実際の空間改善に活用されることをねらいとする。 

 

初年度：①目次案作成および執筆分担、②委員以外へのヒアリング、③仮原稿の

執筆、④出版社との交渉 

２年度：①原稿のブラッシュアップ、②委員以外による査読、原稿への反映、③

出版社との調整 

委員構成 

（委員名（所属）） 

主査：武藤 浩（竹中工務店 技術ソリューション本部） 

幹事：柳澤 要（千葉大学 工学部） 

宇治川 正人（竹中工務店 技術ソリューション本部） 

内田 秀典（インデックスコンサルティング） 

古賀 誉章（東京大学大学院 工学系研究科） 

白石 光昭（小山工業高等専門学校 建築学科） 

堀口 かおり（富士通 総合デザインセンター） 

槇 究（実践女子大学 生活環境学科） 

森田 舞（岡村製作所 マーケティング本部） 

安永 幸子（学習院大学 人文科学研究科） 

和田 一也（パワープレイス） 

設置 WG 

（WG 名：目的） 
前記の通り 

2003 年度予算 130,000 円 

 
項  目 自己評価 

委員会活動状況 
（開催日・参加人数） 

WG 開催 6 回：4/10（5 名）、5/8（7 名）、6/19（7 名）、7/17（10 名）、8/28（8 名）、

1/16（10 名） 
（成果の具体的内容、成果の学術的・技術的・社会的価値、ホームページ等での公開の有無） 

得られた成果 

① 目次および第一次原稿 
② 第 6 回 FM 国際大会での成果報告（11/25～26）、「コミュニケーションを活

性化する「交流空間」の課題と解決のヒント」 
③ ホームページでの成果の公開、http://www.h2.dion.ne.jp/~nonsugar/koryu/（近

日中に更新予定） 
（当初の活動計画と得られた成果との関係） 

目標の達成度 ほぼ達成できたが、出版社との交渉が課題である 

その他評価すべき 
事項 

活動成果の公開がきっかけとなり、新規メーリングリスト会員として、東京大学

大学院 吉田真由美氏、学習院大学大学院 齋藤洋美氏を迎えることとなった。  


